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○なぜその建物を作りたいと思いましたか？またなぜ応募しようと思いましたか？ 
　このコンペは第1回ということもあり、挑戦したいと思いました。社会的な流れに対し
て、Communisityという新しい概念を提示しているオークハウス様の取り組みに興味を
持ち、応募しました。 

○提出作品を作るとこに大変だったことはありましたか？ 
　敷地が与えられてないからこそ、難しかった部分はあります。今の社会に合ったシステ
ムを考え出すことに苦労し、議論を重ねました。 

○実現するとしたらどこでつくりたいですか？ 
　逆に、どこでも実現可能なシステムだと考えています。 

○シェアハウスに住んだことはありますか？ 
　ある。自分の部屋の中が動線となってしまっており、肝心のシェアの部分が逆にデメ
リットになっていたため、ある程度プライベートな空間を持ったシェアハウスが理想だと
考えるようになりました。 

○このコンペティションを通して今後どういったシェアハウスを考え、企画したいと思い
ますか？ 
　今回私たちが提案したように、「部屋ごとにアイデンティティを持ったシェアハウス」
を企画できたらと思います。 

○最後に発表に向けて意気込みをお願いします！ 
　私たちの考えた「新しいシェアハウスのあり方」の価値をみなさんに提示できたら幸い
です。


